


源氏絵鑑帖（宇治市源氏物語ミュージアム蔵）

宇治川に彩られた悠久の
  ときは重なり、ゆめは深まる。

●「観光ボランティアガイド」
そんな宇治をより楽しんで観光していただくために「観光ボランティアガイド」が皆様をお待ちしています。

どうぞ、お気軽にご利用ください。※詳しくは20ページをご覧下さい。

　千年の時を超えて滔々と流れる宇治川を中心とした美しい景観と、世界遺

産の「宇治上神社」「平等院」をはじめとする豊かな歴史・文化資源に恵まれ

た宇治。

　宇治は、ある時は戦乱の舞台として、また別の時代には文化の中心として、

常に日本の歴史とともに歩んできました。

　市内に点在する古跡は、それぞれの時代の息吹を今に伝え、まるでタイム

スリップのように人を過去に誘い、歴史と文化を体験させてくれます。

　宇治は、古跡や社寺を巡るだけでも十分に楽しんでいただけますが、源氏

物語などの文学や宇治茶といったテーマ別の観光、太陽が丘や天ケ瀬森林

公園でのスポーツ・レクリェーションなど、あなたのお好みに合わせた楽しみ

方ができるまちです。
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宇治の歴史と文化
 古くから宇治は、政治的にも重要な

位置にありました。

 大和政権がようやく基礎を固めつつ

あった頃、応神天皇の後継を巡って、

兄の仁徳天皇に皇位を譲るため、自

ら命を絶ったと伝えられる菟道稚郎

子（うじのわきいらつこ）の離宮が、現

在の宇治上神社・宇治神社の辺りに

あったと言われています。

 また、宇治橋架橋後は、奈良、京都、

滋賀を結ぶ水陸交通の要衝として、

歴史の中でより重要な役割を果たす

ようになりました。

 平安時代には、栄華を極めた藤原

氏の別業の地として華麗な王朝文化

を花咲かせ、極楽浄土をこの世に具

現しようとした平等院「鳳凰堂」は、そ

の象徴として今もなお往時の姿をと

どめています。

 宇治はまた、万葉集や平家物語な

ど数多くの文学に登場します。

 世界に誇る「源氏物語」宇治十帖の

舞台であることはあまりにも有名です。

 貴族の社会が武家社会へ移る時期

には、「宇治川の先陣争い」で知られ

る、源（木曽）義仲軍と源義経軍によ

る戦がありました。

 その後も戦国時代にかけて、宇治

川の周辺では幾多の戦乱が繰り返さ

れ、日本で初めて自治を実現したと

言われる「山城国一揆」や室町幕府

の終焉につながる槇島城の戦の舞

台にもなりました。

 鎌倉時代には、栂尾高山寺の明恵

が宇治へ茶を伝えました。

 信長や秀吉の庇護のもと、宇治は

その産地として名声をあげ、政治の

中心が江戸に移ってからも、宇治茶

は高級茶として珍重され、今に至っ

ています。

 江戸時代の初期には、名刹興聖寺

や中国風の萬福寺が建てられ、宇治

は「茶道」や「禅」に象徴される日本

文化の発展に大きな役割を果します。

世界遺産
 世界遺産とは、ユネスコの「世界遺

産条約」で登録された文化遺産と自

然遺産のことです。

 条約は、人類全体の利益のために

保護すべき遺産を登録して国際的に

その価値を認め、それらを保護する

ため、国境や民族を越えた協力体制

の確立をめざしています。

 宇治市にある「宇治上神社」と「平

等院」も、1994年12月に、京都市・大

津市の15社寺・城とともに、「古都京

都の文化財」として登録されました。
●他の15社寺・城

賀茂別雷神社（上賀茂神社）、賀茂御祖神社（下鴨

神社）、教王護国寺（東寺）、清水寺、延暦寺、醍醐寺、

仁和寺、高山寺、西芳寺（苔寺）、天竜寺、鹿苑寺

（金閣寺）、慈照寺（銀閣寺）、竜安寺、本願寺（西本

願寺）、二条城

宇治の歴史
５世紀前半　菟道稚郎子、宇治に菟道離宮を造営する。／宇治神社、宇治上神社

５世紀後半　二子山古墳造築される。／二子山古墳

６世紀初頃　二子塚古墳造築される。／二子塚古墳

６４５年　  大化の改新

６４６年　  元興寺の僧道登が宇治橋を架橋する。／宇治橋、橋寺

６９４年　  藤原京遷都

奈良時代

７１０年　  平城京遷都

７４０年　  恭仁京遷都

７４４年　  難波宮遷都

８世紀中頃　万葉集の編纂／万葉歌碑

７８４年　  長岡京遷都

平安時代

７９４年　  平安京遷都

９３５年～ 平将門の乱

９４１年　　宇治民部卿藤原忠文が平将門の乱鎮圧の征東大将軍になる。／末多武利神社

１０世紀末　「往生要集」の著者恵心僧都源信が恵心院を再興したと伝えられる。／恵心院

１１世紀初頃　紫式部が源氏物語を執筆する。／宇治十帖古跡、与謝野晶子歌碑

１０５２年　藤原頼通が別業を平等院に改め、県神社を総鎮守とする。／平等院、県神社

１０５３年　平等院阿弥陀堂（鳳凰堂）が完成する。

１１０２年　藤原頼通の娘四条宮寛子が金色院の落慶法要を行う。／金色院跡

１２世紀中頃　観音信仰が盛んになり三室戸寺は西国三十三所巡礼の十番札所として栄える。／三室戸寺

１１８４年　源（木曽）義仲軍と源義経軍が宇治川で合戦し、義仲軍が敗れる。この時、佐々木高綱と梶原景季の先陣争いが 

              行われる。／宇治川先陣の碑

１１９１年　栄西が宋から茶種を持ち帰る。

鎌倉時代

１１９２年　鎌倉幕府の成立

１３世紀前半　栂尾高山寺の明恵が宇治に茶を伝播する。／駒蹄影園碑

１２８６年　西大寺の僧叡尊が宇治橋を改修、網代を禁止。放生会を行う。／橋寺、十三重石塔

室町時代

１３３６年　室町幕府の成立

１４世紀前半　この頃、宇治茶が高級茶としてもてはやされるようになる。

１４８５年　山城国一揆

１５７３年　室町幕府の滅亡。足利義昭が槇島城で織田信長に降伏する。／槇島城跡

安土・桃山時代

１６世紀後半　伏見城が完成。太閤堤が造られ、宇治川の流路が変わる。この頃宇治茶が、秀吉をはじめとする武将たちに

                   好まれる。／上林記念館

１６００年　関ケ原の戦

江戸時代

１６０３年　江戸幕府の成立

１６３３年　幕府によってお茶壺道中が確立する。／上林記念館

１６４８年　淀城主永井尚政が興聖寺を再興する。／興聖寺

１６６１年　隠元が黄檗山萬福寺を開山する。／黄檗山萬福寺

１６７８年　鉄眼が一切経６９５６巻を後水尾天皇へ献進する。／宝蔵院

近代

１８６８年　明治政府の成立

１９２９年　山本宣治が右翼に刺殺される。／山本宣治の墓

１９４１年　巨椋池干拓事業が竣工する。

１９５１年　宇治市制施行される。

１９５７年　平等院鳳凰堂の大修理が終了する。／平等院

　　　　    市営茶室「対鳳庵」が開席される。／市営茶室「対鳳庵」

１９６４年　天ケ瀬ダムが完成する。／天ケ瀬ダム

１９９３年　市営茶室「対鳳庵」が建て替えられる。

１９９４年　宇治上神社、平等院が世界遺産に登録される。／宇治上神社、平等院

１９９６年　宇治橋が架け替えられる。／宇治橋

　　　　    宇治市植物公園開園。

１９９８年　宇治市源氏物語ミュージアム開館。

１９９９年　宇治市総合野外活動センター（アクトパル宇治）開館。

２００１年　平等院ミュージアム鳳翔館開館。／平等院
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源氏物語と宇治
藤原道長の娘彰子に女房として仕え

ていた紫式部が、世界に誇る長編小

説「源氏物語」を書いたのは、平安時

代の半ばの1000年頃であったと言わ

れています。全編54帖のうち44帖ま

では、光源氏を主人公に、華やかな

宮廷での恋愛模様とその光源氏に

徐々にしのびよる人生の陰を描いた

ものです。それに対して、最後の十

帖は光源氏の子薫君（かおるのき

み）と孫の匂宮（におうのみや）の二

人の男性と、大君（おおいきみ）、中

君（なかのきみ）、浮舟（うきふね）の

三人の姫君が織りなす、しっとりとし

た悲恋の物語です。その主要な舞台

が宇治の地に設定されていることか

ら「宇治十帖」と呼ばれていますが、

「橋姫」ではじまり「夢浮橋」で終わっ

ていることにみられるように、紫式部

にとっては源氏物語の終章を書くうえ

で、川霧にけむる宇治川がなくては

ならない舞台装置でした。千年の時

の流れを超えて、往時を偲ばせる宇

治川の周辺には、いつのころからか

好事家たちによって物語ゆかりの古

跡がたてられ、訪れる人を遠く王朝

文学の世界へと誘ってくれます。

宇治十帖のあらすじ
　四十五帖・橋姫〈はしひめ〉（E-4）

自分の出生に不安を覚える薫君は、

光源氏の異母弟で仏道に帰依する

八宮の宇治の山荘に足繁く通うよう

になります。八宮が不在の折に、二

人の姫君の合奏を垣間見た薫君は、

姉大君に心ひかれ、二人は文を交わ

す間柄になりました。八宮の山荘の

女房から、自分が光源氏の本当の子

ではないと知らされた薫君は、驚きう

ちひしがれてしまいます。ある時薫君

は宇治での話を匂宮に聞かせ、姫君

へのあこがれをいだかせてしまうの

でした。

　四十六帖・椎本〈しいがもと〉（E-5）

匂宮は初瀬詣の帰りに宇治で京より

迎えにきた薫君とともに宴をはり、管

弦を楽しみます。そして、京へ帰った

匂宮は八宮からの文をきっかけに大

君の妹中君と文を取り交わすように

なります。一方、薫君はますます大

君に心をひかれていきます。やがて、

八宮は薫君に姫たちの行く末を頼み

ながら、山寺で寂しくその生涯を閉じ

ます。

薫君は、なにかと姫たちの暮らし向き

に心を配り、匂宮からも度々お見舞

いの文が届けられていました。

　四十七帖・総角〈あげまき〉（E-6）

八宮の一周忌の日に、薫君は大君

に想いを訴えますが、独り身を通す

つもりの大君は、妹の中君との結婚

を勧めます。想いを遂げられない薫

君は、匂宮と中君が結ばれることで

大君の心が得られるものと考え、策

をめぐらせて二人を結ばせます。しか

し、匂宮の訪れが遠のき、結婚の噂

が流れてきたことから、責任を感じた

大君は悲嘆のあまり病の床に伏して

しまいます。見舞いにきた薫君の献

身的な看護に大君ははじめて心を開

きますが、薫君に抱かれて死んでし

まいます。

　四十八帖・早蕨〈さわらび〉（E-5）

父についで姉も失った中君は、寂し

い日々を送ります。薫君は、宇治を

訪れ、大君を失った悲しみを中君に

打ち明けますが、大君の亡き面影を

中君に認め、複雑な思いになります。

中君は匂宮の二条院に迎えられ幸

せな日々を送りますが、薫君がたび

たび顔を見せるようになり、匂宮は嫉

妬を感じるようになります。また、薫

君は夕霧左大臣の娘六君との縁談

を勧められますが、大君の死によっ

て世をはかなんだ薫君はこれを断り

ます。

　四十九帖・宿木〈やどりぎ〉（F-5）

薫君は、帝から娘二宮との結婚を望

まれ、気が進まないままに承諾しま

す。一方匂宮は六君と結婚すること

になります。薫君は中君に心ひかれ

思慕の情を示しますが、匂宮の子を

宿していた中君は、思い余って薫君

に、大君に生き写しの異母妹浮舟の

存在を告げます。薫君は二宮との婚

儀を済ませますが、翌年宇治を訪ね

た折に浮舟の姿を垣間見て、大君に

生き写しの姿に強く心をひかれます。

　五十帖・東屋〈あづまや〉（E-5）

浮舟は、八宮に仕えていた中将君と、

八宮の間にできた姫で、母は薫君が

浮舟の世話をしたいという意向を聞

いていました。しかし、身分が違い過

ぎるため、左近少将を婿に決めてい

ましたが、これが破談になり浮舟は

中君のもとに身を寄せます。そして、

そこで偶然出会った匂宮に言い寄ら

れ、驚いた母は浮舟を三条の東屋に

移します。浮舟の消息を聞いた薫君

は、浮舟を引き取る決心をし、浮舟を

抱いて宇治に向かいますが、浮舟を

愛しく思いながらも大君の面影がよ

みがえり、思わず涙するのでした。

　五十一帖・浮舟〈うきふね〉（C-7）

匂宮は、浮舟のことが忘れられずそ

の行方を捜しますが、宇治で薫君に

かくまわれていることをつきとめ、闇

に乗じて薫君を装い浮舟と強引に契

りを結びます。最初は驚いた浮舟で

すが、次第に匂宮の情熱に引き込ま

れていきます。一方、薫君はこのこと

を知りますが、浮舟を見捨てることな

く、厳重な警備をして匂宮が近付け

なくしてしまいます。穏やかで誠実な

薫君と情熱的な匂宮の間で悩み苦し

む浮舟は、ついに死を決意して山荘

を出ます。

　五十二帖・蜻蛉〈かげろう〉（D-6）

浮舟の姿が見えなくなって、山荘で

は慌て戸惑いますが、消息がわから

ないことから、死んだものだと判断し

て、形ばかりの葬儀を済ませます。

匂宮は悲嘆の余り病床に伏してしま

います。薫君は、都で華やかな日々

を送りながらも、亡くなった大君、匂

宮に渡してしまった中君、行方も知れ

ずに消えてしまった浮舟と、八宮ゆ

かりの姫君たちのことを思い、物悲し

い思いに沈んでしまいます。

　五十三帖・手習〈てならい〉（D-5）

死ぬつもりで宇治の川べりを徘徊し

て倒れていた浮舟は、横川の僧都に

助けられ、妹尼の手厚い看護を受け

て回復しますが、心ならずも生き長ら

えたことを悲しみ、泣き暮らしていま

した。そして、妹尼の亡き娘の婿に求

婚されたことから、剃髪して尼になり、

静かに暮らします。こうした事情は明

石中宮の耳に入りますが、浮舟のこ

とが忘れられず、悲しい思いで沈ん

でいる薫君の様子を見て、このことを

薫君に知らせます。

　五十四帖・夢浮橋

　 〈ゆめのうきはし〉（E-5）

横川の僧都に会って、浮舟が生きて

いることを確認した薫君は、浮舟の

弟小君に、還俗するように勧めた横

川の僧都の文とともに自分の想いを

書いた文を持たせて、小野の里に遣

わせます。浮舟の心は思い乱れます

が、人違いだといって小君に会おうと

はしません。帰ってきた小君の様子

からことを察した薫君は、文を出さね

ばとよかったと気落ちし、自分がかつ

てそうしたように、だれかが浮舟をか

くまっているのではないかと思い悩む

のでした。

源氏物語ミュージアム（E-5）

源氏物語ミュージアムは、観光客や

市民に楽しみながら平安文化を理解

してもらおうというもので、特に全国

の源氏ファンにとっては見逃せない

施設です。館内では「宇治十帖」の世

界を分かりやすく紹介するほか、源

氏物語に関する文献、史料、小説な

どのライブラリー機能を持ち、コンピ

ュータによる情報交換もできます。

(2008年9月3日リニューアルオープ

ン）

■0774-39-9300

■開館時間

   9：00～17：00 (入館は16：30まで)

■休館日

   月曜日(祝日の場合は翌日)

　年末、年始

■観覧料　

   大人500円　小・中学生250円

■団体割引30人以上

   大人400円　小・中学生200円

■駐車場

   バス2,000円   普通車（30分）100円

宇治十帖モニュメント（E-5）

市内に点在する源氏物語「宇治十

帖」の古跡全体を象徴するモニュメン

トで、ヒロイン「浮舟」と「匂宮」が小舟

で宇治川に漕ぎ出す有名な場面をモ

チーフとしています。宇治十帖のスト

ーリーや登場人物に想いを寄せなが

らの記念撮影や散策途中の休憩に

格好のポイントです。

紫式部の像（E-5）

「源氏物語」の作者である紫式部の

石像が、宇治橋西詰の「夢浮橋ひろ

ば」にあります。宇治橋を背景に「夢

浮橋」の古跡と並んで建つ紫式部像

は、「源氏物語のまち・宇治」の旅の

記念撮影や散策途中の休憩、待ち

合わせに最適の場所です。

紫式部文学賞・紫式部市民
文化賞
宇治市では、全国の女流作家を対象

にした「紫式部文学賞」と市民を対象

にした「紫式部市民文化賞」を設け、

毎年秋に贈呈式を中心とした記念イ

ベント「源氏ろまん」を開催しています。

●問い合わせ先／宇治市文化自治

振興課　■0774-22-3141

長大ロマンのむすび、
        虚実交々の世界に酔う。
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美しく温かな余韻にたたずみ、自 然が織りなす風光をあますところなく堪能。
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　平等院〈世界遺産〉（F-4）

平安時代の後期、1052年に宇治関

白藤原頼通（よりみち）が、父道長の

別荘を寺院に改めたものです。

「鳳凰堂（ほうおうどう）」は、その翌

年に阿弥陀堂として建てられ、仏師

定朝（じょうちょう）の作になる阿弥陀

如来像が安置されている中堂と、左

右の翼廊、背面の尾廊で成り立って

います。

大屋根には鳳凰が飾られ、内部は絢

爛な宝相華文様や極彩色の扉絵で

装飾されています。二重の天蓋や雲

中供養菩薩も必見です。

「鳳凰堂」の前には池を配した庭園

（史跡・名勝）がありますが、創建当

初は宇治川や、対岸の山並みを取り

入れて、西方極楽浄土を現したもの

といわれ、各地の寺院造営に影響を

与えました。2001年3月に平等院ミュ

ージアム鳳翔館がオープンしました。

■0774 （21） 2861

■拝観時間

　入園　　8：30～17：30

　(17：15受付終了)

　鳳翔館　9：00～17：00

　(16：45受付終了)

■拝観料（入園＋鳳翔館）

　大人600円（500円）

　中・高生400円（300円）

　小学生300円（200円）

※（　）内は25名以上の団体料金

■鳳凰堂

　拝観時間　9：30～16：10

　（20分毎に1回50名の人数制限）

　拝観志納金　別途必要

■駐車場　付近に民営駐車場有り

　宇治上（うじがみ）神社〈世界遺産〉

（E-5）

明治時代までは、隣接の宇治神社と

二社一体で「離宮上社」と呼ばれて

いました。祭神は、応神天皇とその

皇子菟道稚郎子（うじのわきいらつ

こ）及び兄の仁徳天皇とされています。

境内正面の拝殿は鎌倉初頭のもの

で、寝殿造りの様式を伝えています、

特に縋破風（すがるはふ）といわれる

手法を用いた屋根の美しさは格別で

す。

本殿は、平安時代後期に建てられた

現存するわが国最古の神社建築で

す。三棟の内殿を一列に並べて、共

通の覆い屋で覆った特殊な形式の建

物で、左右の社殿にある蟇股（かえ

るまた）も建築年代を示すものとして

重要です。境内にはその他、鎌倉時

代に建てられた春日神社などの摂社

や、宇治七名水のひとつ「桐原水」が

あります。

■0774-21-4634

■拝観時間　9：00～16：30

　興聖寺（こうしょうじ）（E-6）

曹洞宗の名刹で、春秋に美しい「琴

坂」とともに人気の観光ポイントです。

開祖道元は、最初の禅苑を京都の

深 草 に 建 て ま し た が 戦 乱 で 廃 絶 、

1648年に淀城主永井尚政によって宇

治の地に再興されました。茶人でも

あった尚政は、山水を取り入れて現

在のような枯淡閑寂な境内をつくりま

したが、往時には少なくとも三つの茶

亭があったと伝えられています。

また、平安時代中期の木造聖観音立

像は、かつて源氏物語「宇治十帖」

の古跡「手習の杜」に祀られていたこ

とから「手習観音」の名で親しまれて

います。

■0774（21）2040

■拝観時間　9：00～17：00

■拝観料　庭園無料

　建物内部は志納金（一口300円）

　が必要

　黄檗山萬福寺(A-5)

中国の僧隠元（いんげん）が1661年

に開山した禅宗黄檗宗の本山。広大

な境内では、今も雲水達が厳しい戒

律のもと、日夜修行に励んでいます。

東西に並立した伽藍配置は明末・清

初の中国禅寺の特徴を持ち、異国情

緒の漂うお寺です。布袋和尚像、十

八羅漢像、観音像などの仏像は、写

実的で迫真性に富んだ面相を特徴と

する中国の仏師范道生（はんどうせ

い）の作品として有名です。また、当

寺の名物、中国風精進料理の普茶

料理は、見た目の華やかさとともに、

ヘルシーな料理として人気を呼んで

います。

■0774（32）3900

■拝観時間　9：00～16：30

■拝観料　大人500円（450円）

　 高校生・大学生500円（300円）

　 中学生300円（250円）

　 小人(小学生のみ)300円（200円）

※（　）内は30名以上の団体料金

■駐車場　バス2,000円・普通車500円

　三室戸寺（みむろとじ）（C-7）

約1200年前に創建されたといわれる

本山修験宗の別格本山。平安時代

から広まった観音信仰の西国三十三

ヶ所巡礼の十番札所として現在も多

くの人が訪れています。所蔵の仏画

や仏像には藤原時代のものが多く、

霊宝殿には、わが国で最も古い清涼

寺式釈迦像として有名な釈迦如来立

像などがあります。花の寺としても有

名で、境内の鐘楼脇には源氏物語

宇治十帖「浮舟」の古跡があります。

■0774（21）2067

■拝観時間

　11月1日～3月31日　8：30～16：00

　4月1日～10月30日　8：30～16：30

　※ご朱印は通年16：00まで

■拝観料　大人500円

　小・中学生300円

■霊宝殿拝観時間　毎月17日のみ　

　公開　9：00～16：00

■拝観料　大人300円

　小・中学生200円

■駐車場　バス2,000円・普通車500円
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　末多武利（またふり）神社（E-5）

宇治民部卿、藤原忠文ゆかりの社。

忠文は征東大将軍として平将門の乱

の平定に向かいましたが、到着前に

将門は討たれ、事件は解決していま

した。そのため、恩賞の対象から外さ

れた忠文は、そのことを深く恨んで祟

ったといわれ、この神社はその怨霊

を鎮魂する祠といわれています。

　宇治神社（E-5）

古くは離宮八幡宮（桐原日桁宮・きり

はらひげたのみや）と呼ばれました。

祭神の菟道稚郎子（うじのわきいら

つこ）は日本書紀によれば、兄の大

鷦鷯（おおさざき）皇子（のちの仁徳

天皇）との皇位をめぐる葛藤から宇

治川に入水したという悲運の皇太子

です。本殿は鎌倉時代のもの。他に

木造狛犬や白色尉面など貴重な文

化財が伝わっています。

■0774（21）3041

■拝観時間　特になし　

■駐車場

　マイクロバス1,400円・普通車700円

　市営茶室「対凰庵（たいほうあん）」

（F-5）

宇治茶の振興と茶道の普及を目的

に建てられた本格的な茶室で、平等

院の鳳凰堂に相対していることから、

「対鳳庵」と名付けられました。本場

の宇治茶に季節のお菓子を添えてお

点前をしています。初めてでもお気

軽に。

■問い合わせ先／宇治市観光センター

■0774（23）3334

■開席期間

　1/10～12/20（期間中無休）　

■開席時間　10：00～16：00　

■利用料金　一客500円

■駐車場　付近に民営駐車場有り

　さわらびの道（E-5）

宇治川の東岸から末多武利神社、宇

治上神社を経て源氏物語ミュージア

ムに至る石畳の散策道。道沿いに源

氏物語宇治十帖の早蕨古跡がある

ことから、このルートを「さわらびの

道」と呼ぶようになりました。

　恵心院（えしんいん）（E-5）

春や秋の季節には境内に植えられ

た数多くの花々が心を和ませてくれ

る「花の寺」として知られています。

当寺のはじまりは、古刹龍泉寺と伝

えられていますが、やがて「往生要

集」の著者として名高い恵心僧都源

信（えしんそうずげんしん）によって再

興され、恵心院と称するようになりま

した。源信は、宇治川に入水した源

氏物語宇治十帖のヒロイン浮舟を助

け、新たな道を歩ませることとなった

横川の僧都のモデルともいわれてい

ます。

■0774-21-3942

　県（あがた）神社（F-4）

県（あがた）とは、大和政権が西日本

の要地に設けた地域組織で、特に畿

内にあった県は、政治と祭祠に重要

な位置を占めていたといわれていま

す。祭神は木花開耶姫（このはなさく

やひめ）で、平等院建立時には、そ

の鎮守となったとも伝えられています。

毎年6月5日から6日の未明にかけて

行われる県まつりは「暗夜の奇祭」と

いわれ、宇治を代表する祭として多く

の人出で賑わいます。

■0774-21-.3014

　地蔵院（G-5）

弘治年間（1555～58）に創建されたと

伝えられる寺院で白川の地にありま

す。廃絶した白川金色院の遺宝が多

数伝えられていることでも知られ、白

鳳時代の銅造阿弥陀如来及脇待像、

板彫両界曼茶羅、建武2年（1335）年

の年号と金色院の名が刻まれた梵

鐘、大般若経563巻、紺紙金泥法華

経などが所蔵されています。

■0774（21）2270

　白山（はくさん）神社（H-6）と

　金色院（H-5）

白山神社は、8世紀後半に疱瘡が流

行した時に、その治癒を願って創建

されたと伝えられていますが、やがて

四条宮寛子（しじょうのみやかんし）

が建立したといわれる金色院の鎮守

社となりました。祭神は伊邪那美命

（いざなみのみこと）で、木造坐像を

祀っています。10月18日の例祭の前

夜に行われる「百味の御食（ひゃくみ

のおんじき）」は独特の行事です。金

色院は、七間四面の本堂のほか、多

くの堂塔や坊舎を擁していたといわ

れていますが、現在では白山神社と

総門、寛子の供養塔といわれる九重

石塔が残るのみです。

　炭山陶器の里（A-9）

緑豊かな山々、志津川の清流。そん

な自然に恵まれた炭山の里に京都

東山から陶工達が移り住みました。

現在では約50軒の窯元が集い、上

品で雅やかな京焼の伝統を受け継

ぎ、創作活動に励んでいます。

工房では、見学や土ひねりの体験が

できます。

協同組合炭山陶芸  ■0774 （32） 5904

協同組合炭山工芸村■0774 （31） 5824

京焼炭山協同組合  ■0774 （32） 2001

　宇治市観光センター

（歴史街道センター）（F-5)

平等院東側の宇治川沿いにあり、観

光案内のほか、市営茶室「対鳳庵」

のチケット販売、おいしい宇治茶の無

料サービス、観光に関する資料や名

産品の展示などをしています。気軽

にご利用ください。

●開館時間／９時～１７時

　年末年始を除き無休

■0774（23）3334

　橋姫神社（E-4）

橋姫は橋の守り神です。

瀬織津比咩（せおりつひめ）を祭神と

する当社は、はじめ宇治橋に祀られ

ていたともいわれていますが、その

後移され、1867年の洪水で流失する

までは、宇治橋の西詰にありました。

現在、境内には水の神である住吉神

社が並んで祀られています。

交通の要衝として発展してきた宇治

にとって、宇治橋はとりわけ大きい意

味を持っており、橋姫神社を巡って

数々の伝承を生み出しています。ま

た、源氏物語「宇治十帖」ゆかりの古

跡になっています。

■0774 （21） 2017

　宝蔵院（A-5)

黄檗山萬福寺の塔頭で鉄眼道光が

長い歳月をかけて完成した一切経の

版木約6万枚があり、現在もお経が

印刷されています。

■0774 （31） 8026

■拝観時間　9：00～16：00（不定休）

■拝観料　大人300円

　小・中・高生200円

■駐車場　付近に民営駐車場有り

　橋寺<放生院常光寺>（E-5)

聖徳太子の命で、604年に秦河勝

（はたのかわかつ）が創建したと伝え

られ、宇治橋と深く関わってきたこと

から、「橋寺」の名で親しまれていま

す。また、1286年に宇治橋を再興し

た西大寺の僧叡尊が当寺で大放生

会を営んだことから放生院と名付け

られました。境内には「宇治橋断碑」

と呼ばれる石碑があります。

■0774（21）2662

■拝観時間　

　4月1日～10月31日　9：00～17：00

　 11月1日～3月31日　9：00～16：00

■拝観料　本堂　大人300円・小人無料

　 断碑のみ　大人200円・小人無料

■駐車場　なし

　あじろぎの道（E-5）

平等院東側の宇治川に沿った石畳

の散策道。昔このあたりの川瀬に氷

魚（ひうお・鮎の稚魚）を捕る網代を

組んだ木（あじろぎ）があったことから、

このルートを「あじろぎの道」と呼ぶよ

うになりました。

　十三重石塔

（F-5）

塔の島にある高

さ約15mのわが

国最大の石塔で、

1286年に西大寺

の僧叡尊により

建立されました。

叡尊は、朝廷の

命により宇治橋

の修復を行いま

したが、殺生禁断の思想の持ち主で、

網代や漁具を埋め、その上にこの石

塔を建立し、魚霊の供養と宇治橋の

安全を祈りました。

　かげろうの道（D-6）

源氏物語ミュージアムから三室戸寺

参道に至る散策道。道沿いに源氏物

語宇治十帖の蜻蛉古跡があることか

ら、このルートを「かげろうの道」と呼

ぶようになりました。

　宇治川先陣の碑（E-5）

宇治川を舞台とした合戦のなかでも

源（木曽）義仲と源義経の戦いは有

名です。激流を挟んだ両軍の決戦は、

義経軍の梶原景季（かじわらかげす

え）と佐々木高綱の「先陣争い」で幕

を切って落としました。

結果、策にたけた高綱が先陣をとり、

そのあと義経軍が大挙して川を渡っ

て義仲軍を打ち破りました。この碑は、

その故事にちなんで1931年に建立さ

れたものです。
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　宇治橋（Ｅ-4・5）

大化2年（646）に奈良元興寺の僧道

登によって架けられたと伝えられ、そ

の由来が橋寺の「宇治橋断碑」に記

されています。現在の橋は1996年3

月に完成したものですが、ヒノキ製の

高欄に青銅製の擬宝珠を冠し、宇治

橋が持つ歴史的なイメージと、周辺

の景観にも調和したデザインとなって

います。上流側に張り出した「三の

間」は、守護神「橋姫」を祀った名残り

とか、豊臣秀吉が茶の湯に使う水を

汲ませたところともいわれ、上流の眺

めは絶景です。

　与謝野晶子歌碑（E-5）

与謝野晶子は1924年に宇治を訪れ

ています。源氏物語の魅力に引かれ

ていた晶子は紫式部を師と仰ぎ、源

氏物語を詠歌で再構成した「源氏物

語礼讃」によって歌人としての天分を

発揮しました。この歌碑は、源氏物語

「宇治十帖」の主な舞台になったこの

地に、晶子没後50年を記念して建立

されました。

　下居（おりい）神社（G-4）

創祀時期は明らかではありませんが、

この地は斎明天皇が行幸の途中に

行宮を営んだ跡地といわれています。

祭神は、伊邪那美命（いざなみのみ

こと）、速玉男命（はやたまおのみこ

と）、黄泉事解男命（よもつことわけ

おのみこと）で、男女一体、女神二体

の木造神像が安置されています。

　朝日焼（E-5）

朝日焼は、宇治川の対岸に平等院を

望む朝日山の麓で、15代400有余年

にわたり作陶を続けてきました。宇治

茶とともに茶陶として発展し、遠州七

窯の一つにも数えられ、鹿の背のよ

うな絵柄の出た「鹿背（かせ）」やほ

のぼのとした朝日の情景を想像させ

る「燔師（はんし）」など、土の窯変か

ら生まれる色模様が特徴です。

■0774（23）2511

　宇治茶道場「匠の館」（E-5）

宇治川のほとりで、お客様自身に本

場の宇治茶を淹れて、飲んで、食べ

て頂く体験型施設です。日本茶イン

ストラクターがお茶の淹れ方を丁寧

に説明します。

■0774（23）7713

■開館時間　11：00～17：00　

　 （ラストオーダー16：30 水曜日休館）

■メニュー　玉露、匠の一滴、抹茶

　(各500円・菓子付)

　上林（かんばやし）記念館（E-4）

江戸時代、朝廷や幕府の御用茶師

をつとめた、上林春松家の長屋門を

資料館にしたものです。現在の長屋

門は1698年の宇治大火の後に再建

されました。

館内には、製茶道具、秀吉や千利休

が上林家に宛てた書状、フィリピンか

ら渡来した「呂宗壺」など、宇治茶の

歴史を物語る貴重な資料が数多く展

示されています。

■0774（22）2513

■開館時間　10：00～16：00　金曜日

　休館

■入館料　大人200円（150円）小人

　無料

※（　）内は20人以上の団体料金　

■駐車場　なし

　宇治茶（H-4)

宇治茶は、鎌倉時代の初めごろに栂

尾高山寺の明恵上人により宇治に伝

えられたのが始まりとされています。

室町時代の三代将軍足利義満が宇

治に七つの茶園をつくり、その後も豊

臣秀吉や徳川幕府によって手厚く庇

護され、高級茶の代名詞となりました。

将軍家に御用のお茶を献上する「お

茶壺道中」は、江戸時代から明治維

新まで続けられました。

宇治で生産されている茶は、てん茶

と玉露が中心で、一部煎茶もありま

す。

　万葉歌碑

宇治川の清流と緑に包まれた宇治

の自然は、いにしえより文人の心を

動かし、多くの優れた文学を生み出

しました。万葉集の中にも宇治を詠

んだ歌が多数ありますが、その代表

的な歌6首の歌碑が宇治川の周辺を

中心に設置されています。万葉の世

界に思いを馳せながらの文学散歩は

いかがでしょうか。写真は宇治公園

橘島にある柿本人麻呂の歌の歌碑

ですが、そのほか、下居神社、朝霧橋

東詰、大吉山展望台、大吉山登り口、

宇治市観光センター前にあります。

　許波多（こはた）神社

同名の神社が木幡と五ケ庄にありま

すが、写真は五ケ庄にある許波多神

社です。三間社流造の本殿は室町

時代の建築で、蟇股に柳の彫刻が

ほどこされています。

　三休庵（さんきゅうあん）宇治茶資

料室（E-4)

江戸時代初期よりの茶師として、幕

府や大名等の茶の御用をつとめた上

林三入家に残された大名等からの豊

富な書状や、宇治石の石臼などが展

示されています。

■0774 （21） 2636

　宇治陵

東宇治の丘陵部は、平安貴族とのゆ

かりが深く、栄華を極めた藤原氏一

門の陵墓が点在しています。総称し

て宇治陵と呼ばれており、中でもJR

木幡駅の南側にある一号陵は有名

です。

　駒蹄影園碑（こまのあしかげえんぴ）

　（A-5）

黄檗山萬福寺の総門前にあります。

鎌倉時代、宇治の里人が茶種の蒔

き方がわからず困っているところへ、

通りかかった栂尾高山寺の明恵上人

が畑に馬を乗り入れ、蹄の跡に蒔く

ように教えたと伝えられています。

この碑は上人の功績を顕彰するため

1926年に建立されました。

栂山の尾上の茶の木分け植えてあと

ぞ生（お）ふべし駒の蹄影　明恵

　山本宣治の墓（F-4)

「山宣（やません）」の名で親しまれる

政治家、山本宣治が、善法の共同墓

地に葬られています。毎年3月5日の

命日には、遺徳をしのんで多くの有

志がここに集います。

　厳島（いつくしま）神社（C-6）

厳島神社は、大鳳寺村の産土神とし

て信仰を集めています。境内の石燈

篭には「雨乞願成就」と刻まれたもの

があり、製茶が盛んだった時代に、

雨乞いが行われたことがわかります。

本殿は、元禄十年（1697）に建てられ

ました。

　安養（あんよう）寺（C-5）

宇治橋下流東岸の地から移転したと

伝えられます。地蔵菩薩立像は北向

地蔵と呼ばれ信仰を集めました。阿

弥陀如来坐像とともに平安時代の作

品です。

　蔵林（ぞうりん）寺（A-5)

蔵林寺は恵心僧都とのゆかりを説く

浄土宗のお寺です。平安時代後期の

仏像四体が安置され、本尊の阿弥陀

如来像は全体に細くしなやかな姿で、

お顔のつくりもおだやかです。
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SPORTS RECREATION
●アクトパル宇治

（宇治市総合野外活動センター）

東部山間地の笠取

地区にある約9ヘク

タールの野外活動セ

ンター。200人収容の

宿泊施設、テントサイ

トを有するキャンプ施

設、府下最大級の屈

折望遠鏡を有する天

体観測室、フィールドアスレチック施設などがあり、澄んだ

空気の中で自然観察やふるさと体験、農業体験などの活

動もできます。

■075 （575） 3501

●太陽が丘

〈府立山城総合運動公園〉（H-4）

甲子園球場の約25倍の面積を持つ府立の総合運動公園。

敷地の約半分は運動施設ゾーンで、陸上競技場、球技場、

テニスコート、プール、体育館などがあり、1年を通じて様々

なスポーツが楽しめます。また「冒険の森」「あそびの森」

「ふるさとの森」「ふれあいの森」の4つの森があり、バード

ウォッチングや森林浴が気軽に楽しめます。

京都府公園公社■0774-24-1313

●天ケ瀬森林公園（G-8・9）

天ケ瀬ダムの東に

広がる約90ヘクター

ルの森林公園。園

内には遊歩道が整

備され、バードウォッ

チングや森林浴が

気軽に楽しめます。また、展望台からは、鳳凰湖や宇治の

町並みなどの素晴らしい眺めが広がります。

●宇治市植物公園

太陽が丘の西隣に

ある約10ヘクタール

の植物公園。園内に

は、ガシュマル、ヤシ、

ブーゲンビリアなど

530種類、約7,000株の熱帯、亜熱帯植物が四季を通して

鑑賞できる緑の休憩所（温室）をはじめ、花と水のタペスト

リー、花の広場、ハーブ園などがあります。

■0774 （39） 9387

■開園時間　1/5～12/27　9：00～17：00(入園は16：00まで)

　 月曜日(祝日の場合は翌日)休園

■入園料　大人500円（400円）

　小・中学生250円（200円）

※（　）内は30人以上の団体料金

■駐車場　大型車（11人乗り以上）1,500円

　普通車400円

●天ケ瀬ダム（G-8）

洪水調節、水道用水の供給、発電を目

的として1964年に完成。高さ73m、長さ

254mの堂々とした偉容を誇るドーム型

アーチ式のダムで、その形が翼を広げた

鳥の姿を思わせるところから、ダム湖は

「鳳凰湖」と呼ばれています。

●天ケ瀬吊橋（G-7）

天ケ瀬ダムの下流にあり、周辺の峡谷は豊かな自然に恵

まれています。また、

両 岸 の 道 は 東

海自然歩道で、

気軽なハイ

キングコー

スになって

います。

●大吉山〈仏徳山〉（E-6）

「さわらびの道」を宇治上神社から少し東へ行くと、登り口

があり、約20分で展望台に着きます。登山道は東海自然

歩道になっており、サクラ、ヤマブキ、モミジ、サザンカなど

の木々が四季折々の風情を見せてくれます。

●宇治公園中の島（E・F-5）

宇治川に浮かぶ塔の島と橘島を総称して「中の島」と呼ん

でいます。島内にはサクラ、マツ、モミジなどが植えられ、

観光客や市民の憩いの場になっています。

●もみじ谷（G-6）

白山神社の境内から宇治川に抜ける渓谷を、通称「もみじ

谷」と呼んでいます。春は新緑、秋は紅葉が見事で、東海

自然歩道にもなっています。

●宇治川花火大会

宇治橋周辺で毎年8月10日に開催され、宇治の夏の風物

詩として親しまれています。約7000発の打ち上げ花火が、

千年の歴史と文化を育んだ宇治川の清流のほとりで、華

麗な音と光の一大絵巻を繰り広げます。

●鵜飼

網代と並び宇治川の鵜飼は、古くから親しまれ、「蜻蛉日

記」などにも登場しています。川面に篝火が映え、鵜匠と

鵜が一体となって繰り広げる演技はあざやかで、まるで絵

巻をみるよう。

6月下旬～9月下旬営業

●茶まつり

栄西禅師、明恵上人、

千利休の3人の茶祖の

遺徳をしのび、毎年10

月初旬に宇治橋周辺

で行われる祭りです。

宇治橋三の間からの

名水汲み上げの儀か

ら始まり興聖寺で茶壺

口切りの儀などが行わ

れます。

●宇治川さくらまつり

毎年4月第1土・日曜日、

宇治川中の島一帯で開

催されます。会場では

野点席や特産品の販売

などがあり、たくさんの

花見客で賑わいます。

●県まつり

毎年6月5日から6日の未明

にかけて行われる県神社

の祭りで、深夜に沿道の灯

火を全て消して暗闇の中を

梵天渡御が行われること

から、別名「暗夜の奇祭」 

                                           などと呼ばれています。

●宇治十帖スタンプラリー

毎年、秋に開催されます。宇治

川周辺の源氏物語「宇治十帖」

の古跡や、世界遺産に登録され

た宇治上神社・平等院など、豊

かな自然の中の文化財や古跡

を巡るスタンプラリーは、あなた

に素敵な秋の一日をプレゼント

してくれます。

●宇治田楽まつり

田楽は、ビンザサラなど特殊な楽器を奏しながらシンメト

リックな隊形でダイナミックに躍る平安時代の代表的な芸

能で、宇治の白川を拠点に本座田楽というプロの集団が宇

治離宮祭をはじめ各地で活躍していたと伝えられています。

ふるさと宇治にふさわしい市民の祭りとして、毎年10月下

旬に宇治川中の島一帯で盛大に開催されます。

●宇治川花火大会

宇治橋周辺で毎年8月10日に開催され、宇治の夏の風物

詩として親しまれています。約7000発の打ち上げ花火が、

千年の歴史と文化を育んだ宇治川の清流のほとりで、華

麗な音と光の一大絵巻を繰り広げます。

快汗ひとすじ自然のパノラマへ。 EVENT

※四季を通じての詳しいイベントスケジュールは、21ページをご覧ください。

時代絵巻のようにいにしえの面影を残すまつり。時代絵巻のようにいにしえの面影を残すまつり。
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●三室戸寺
●十八神社

朝日山

仏徳山

●宇治神社

●末多武利
      神社

   橋寺放生院
 ●（宇治橋断碑）

●●

宇治十帖
モニュメント
宇治川
先陣の碑

●宇治発電所

●宇治上神社
●与謝野晶子歌碑

興聖寺●

琴坂
平等院● ●市営茶室（対凰庵）

宇治市役所● ●
宇治市保健・消防センター

直行寺●

宇治市総合福祉会館●
宇治市産業会館●

宇治市生涯学習センター●

白川

宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス

京
都
大
学

陸上自衛隊
宇治駐屯地

羽戸山

京
滋
バ
イ
パ
ス

京阪黄檗

ＪＲ黄檗

●黄檗山萬福寺
●

京滋バイパス

宇治トンネル

宇治東IC

炭山陶芸●
炭山工芸村●

天ヶ瀬ダム

鳳凰湖

天ヶ瀬森林公園

志津川

因性寺●
●神女神社

宇治川

ＪＲ宇治駅

●黄檗公園

菟道稚郎子墓●

京阪三室戸駅

薗林寺●  ●
善法寺

●山本宣治
の墓

●宇治神社（御旅所）京都府宇治総合庁舎● 
●宇治警察署

●宇治市文化センター
●
宇治市歴史資料館

府立茶業研究所
●

●京都府
  茶業センター

府立山城総合運動公園●
（太陽が丘）

●地蔵院

●
生長の家

もみじ谷

●
金色院総門    

●九重石塔

●白山神社

天ヶ瀬吊り橋白虹橋

靖国寺●

●東禅院

●亀石

●十三重石塔

●朝日焼
●恵心院

      県神社●

三休庵宇治茶資料室
     　  ●

橋姫神社

   　　●
上林記念館     

宇治市観光センター

●

●

観光案内所

下居神社●

宇治市植物公園●

京
阪
宇
治
線

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

府
道
京
都
宇
治
線

府道大津南郷宇治線

府
道
宇
治
淀
線

宇治公民館
          ●

●彼方神社

京都翔英高校●

京阪宇治駅

●
宇治橋

●宇治市源氏物語ミュージアム

 （大吉山）

←至大山崎

↑至京都

←至大久保

至宇治市植物公園↓

●厳島神社

●安養寺

宝蔵院

紫式部の像●

さわらびの道さわらびの道

かげろうの道かげろうの道

あじろぎの道あじろぎの道

●

宇治茶道場
｢匠の館｣

三の間

宇治市街周辺地域
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Keihan Uji Station

Information Center

JR Uji Station

for nara

Uji Police Stn.

Uji Shrine(Otabisyo)

Kyoto Pref. Uji General Office

Onrinji Temple

Uji City Health,Fire Station Center

for Uji City Botanical Garden

Uji City Hall

Tomb of Yamamoto Senji

Municipal Information Center
Zenpoji Temple

Agata Shrine

Jodoin

Byodoin Temple(World Heritage)

Phoenix Hall

Saishoin

Hashihime Shrine

Sankyuan Ujicha Material RoomKanbayashi 
Tea Museum

San-no-ma

Uji Bridge

Uji River

Uji Community 
Center

Azumaya

Shiigamoto

Ochikata Shrine

Ujinowakiiratsuko-
no-haka(Old Tomb)

Keihan Mimurodo Station.
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Tenarai

Kyoto Shoei High School

Kagero

The Tale of 
Genji Museum

Agemaki

Hashiderahojoin Temple
(Ujibashi Danpi)

Kaiunfudoson Temple

Matafuri Shrine

Uji-jujo 
Monument

Yume-no-
　ukihashi

Ujigawa Senjin-no-hi

Uji Shrine

Asahiyaki Pottery

Jusanju Sekito
(Stone Pagoda)

Municipal Tea Room(Taihoan)

Yadorigi

Seicho-no-ie

Otsu-Nango-Uji Pref.Road

Kame-ishi

Tozen-in Temple

Kotozaka

Koshoji Temple

Eshin-in 
Temple

Sawarabi

Uji Power Stn.

Ujigami Shrine(World Heritage)

Yosano    Akiko Kahi(Tanka Poem monument)

Mt.Buttoku(Daikichiyama)

Mt.Asahi

Shizukawa

Inshoji Temple

Juhachi Shrine

Mimurotoji Temple
Ukifune

for obaku
Anyoji Temple

Itsukushima
Shrine

Hashihime

Jikijyoji Temple

Green tea tearoom
｢UJICHA DOUJOU｣

●三室戸寺

●十八神社

朝日山

仏徳山（大吉山）

●宇治神社

●末多武利神社

  橋寺放生院
 （宇治橋断碑）
●

開運不動尊
　　　　●

●●
宇治十帖モニュメント

宇治川先陣の碑

●宇治発電所

世界遺産宇治上神社●

●与謝 　野晶子歌碑

●興聖寺

琴坂

●世界遺産平等院

●市営茶室（対凰庵）

鳳凰堂

橘橋
朝霧橋

宇治市役所● ●宇治市保健・消防センター

志津川

因性寺●
ＪＲ宇治駅

菟道稚郎子墓
●

京阪三室戸駅

↑至黄檗

薗林寺●
 ●善法寺

●山本宣治の墓

●
宇治神社（御旅所）

●京都府宇治総合庁舎

●宇治警察署

●生長の家

東禅院●

亀石
    ●

●
十三重石塔

●朝日焼
●

観流橋

喜撰橋      県神社●

最勝院●

浄土院
  
 ●

三休庵宇治茶資料室
     
     ●

橋姫神社

上林記念館●

宇治市観光センター

●

●

観光案内所

京
阪
宇
治
線

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

府
道
京
都
宇
治
線

府
道
大
津
南
郷
宇
治
線

宇治公民館●

●彼方神社

京都翔英高校●

京阪宇治駅

●三の間

宇治橋

宇治川

　　　源氏物語
　　　ミュージアム●

←至奈良

↓至宇治市植物公園

恵心院

安養寺●

厳島神社●

 ●直行寺

紫式部の像
statue of murasakishikibu

●

さわらびの道さわらびの道

かげろうの道かげろうの道

あじろぎの道あじろぎの道

宇治茶道場
｢匠の館｣●

浮舟

手習

蜻蛉

総角

早蕨

宿木

橋姫

夢浮橋

椎本

東屋

浮舟

手習

蜻蛉

総角

早蕨

宿木

橋姫

夢浮橋

椎本

東屋

浮舟

手習

蜻蛉

総角

早蕨

宿木

橋姫

夢浮橋

椎本

東屋

観光案内所

宇治十帖の古跡

万葉歌碑

駐車場

手洗い

身障者用手洗い

眺めの良い場所

源氏物語散策の道

凡例
0 1000m500m100

宇治橋周辺地域
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歴史の深さが生みだす

宇治の特産品
歴史と自然の絶妙のコンビネーション

観光モデルコース
宇治茶（抹茶・玉露・煎茶等）の他、宇治茶を使った菓子や食品（茶だんご・茶あ

め・茶カステラ・茶そば等）、観光宇治のシンボルでもある平等院の鳳凰や萬福

寺の魚梛等をかたどった文鎮、工芸品では、陶磁器（朝日焼・京焼）などがあります。

季節の風に誘われて

花ごよみ
白川九重石塔（12月～1月）

大吉山（　〃　）

興聖寺（2月～4月中旬）

平等院（3月下旬）

白川金色院跡（3月～4月）

恵心院（12月初旬～4月初旬）

平等院（3月）

府立宇治公園（4月初旬～中旬）

宇治川ライン（4月初旬）

天ケ瀬森林公園（　〃　）

恵心院（4月初旬）

大吉山登山道（4月中旬）

平等院（4月下旬～5月初旬）

   〃　（5月中旬～10月中旬）

三室戸寺（4月中旬～5月中旬）

平等院（　　〃　　）

平等院（5月下旬～6月初旬）

興聖寺（　　　〃　　　）

宇治川ライン（4月下旬～6月中旬）

天ケ瀬森林公園（　　〃　　）

大吉山（　　〃　　）

興聖寺琴坂（　　〃　　）

三室戸寺（6月中旬～7月中旬）

恵心院（　　〃　　）

三室戸寺（7月）

橋寺放生院（9月初旬～10月初旬）

恵心院（9月初旬～10月初旬）

平等院（9月）

三室戸寺（10月）

宇治川ライン（11月下旬～12月初旬）

天ケ瀬森林公園（　　〃　　）

興聖寺琴坂（　　〃　　）

白川もみじ谷（　　〃　　）

三室戸寺（　　〃　　）

恵心院（11月下旬～2月中旬）

さざんか

椿

ぼ け

さ く ら

やまぶき

ふ じ

水 蓮

つ つ じ

さ つ き

新 緑

あ じ さ い

蓮

酔 芙 蓉

萩

秋 明 菊

紅 葉

水 仙

■一般コース

●3～4時間コース

平等院→市営茶室「対鳳庵」→十三

重石塔→宇治川先陣の碑→興聖寺

→宇治十帖モニュメント→宇治神社

→宇治上神社→与謝野晶子歌碑→

総角→源氏物語ミュージアム

●半日コース（5～6時間）

上林記念館→三休庵宇治茶資料室

→平等院→市営茶室「対鳳庵」→十

三重石塔→宇治川先陣の碑→興聖

寺→恵心院→朝日焼→宇治十帖モ

ニュメント→宇治神社→宇治上神社

→源氏物語ミュージアム→橋寺→宇

治橋→三室戸寺

●1日コース（7～8時間）

上林記念館→→三休庵宇治茶資料

室→平等院→市営茶室「対鳳庵」→

十三重石塔→宇治川先陣の碑→興

聖寺→恵心院→朝日焼→宇治十帖

モニュメント→宇治神社→宇治上神

社→橋寺→宇治橋→源氏物語ミュー

ジアム→三室戸寺→京阪三室戸駅

→京阪黄檗駅→黄檗山萬福寺

●2日間コース

1日目（6～7時間）

平等院→市営茶室「対鳳庵」→十三

重石塔→宇治川先陣の碑→興聖寺

→恵心院→朝日焼→宇治十帖モ

ニュメント→宇治神社→宇治上神社

→大吉山展望台→観光センター

2日目（6～7時間）

観光センター→白山神社→地蔵院

→県神社→橋姫神社→上林記念館

→宇治橋→橋寺→源氏物語ミュージ

アム→三室戸寺→京阪三室戸駅→

京阪黄檗駅→黄檗山萬福寺

■源氏物語コース

●3～4時間コース

平等院→橋姫神社（橋姫）→夢浮橋

→宇治橋→東屋→彼方神社（椎本）

→手習→三室戸寺（浮舟）→蜻蛉→

源氏物語ミュージアム→総角→与謝

野晶子歌碑→宇治上神社→早蕨→

宇治神社→宇治十帖モニュメント

●半日コース（5～6時間）

平等院→宿木→橋姫神社（橋姫）→

夢浮橋→宇治橋→東屋→彼方神社

（椎本）→手習→三室戸寺（浮舟）→

蜻蛉→源氏物語ミュージアム→総角

→与謝野晶子歌碑→宇治上神社→

早蕨→宇治神社→宇治十帖モニュメ

ント

●1日コース（7～8時間）

平等院→市営茶室「対鳳庵」→宿木

→橋姫神社（橋姫）→夢浮橋→宇治橋

→東屋→彼方神社（椎本）→手習→

三室戸寺（浮舟）→蜻蛉→源氏物語

ミュージアム→総角→与謝野晶子歌

碑→宇治上神社→早蕨→宇治神社

→恵心院→興聖寺→宇治十帖モ

ニュメント→京阪宇治駅→京阪黄檗

駅→黄檗山萬福寺

■宇治茶コース

●半日コース（5～6時間）

宇治橋（三の間）→上林記念館→三

休庵宇治茶資料室→平等院→市営

茶室「対鳳庵」→朝日焼→興聖寺→

宇治上神社（桐原水）→京阪宇治駅

→京阪黄檗駅→駒蹄影園碑→黄檗

山萬福寺

●1日コース（7～8時間）

宇治橋（三の間）→上林記念館→三

休庵宇治茶資料室→平等院→市営

茶室「対鳳庵」→朝日焼→興聖寺→

宇治上神社（桐原水）→京阪宇治駅

→京阪黄檗駅→駒蹄影園碑→黄檗

山萬福寺…タクシー…炭山陶器の里

■森林浴コース

●半日コース（5～6時間）

天ケ瀬森林公園→太陽が丘

●1日コース（7～8時間）

大吉山展望台→興聖寺琴坂→天ケ

瀬ダム→天ケ瀬森林公園
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観光ボランティアガイドのご案内
キーワードはもてなしの心

千年の歴史と文化に育まれたここ宇治を観光ボランティアガイドがご案内します。気軽にご利用ください。ガイドの種類は、

３つに分かれており、それぞれご要望に応じて親切にご案内しますので、きっとご満足いただけることでしょう。原則として１

週間前までに予約が必要で、ガイドの種類、利用日、時間、人数を（社）宇治市観光協会又は宇治観光ボランティアガイドク

ラブにご連絡ください（電話予約可）。利用料金等は次のとおりです。

■ガイドの種類と内容
●一般観光　市内の主要な観光地をご案内します。

●源氏物語　源氏物語宇治十帖や平安時代の古跡を中心にご案内します。

●外国語　英語を中心に外国人の方をご案内します。

●利用料金　ガイド１人につき、　1,000円

●利用時間　一回につき4時間まで午前9時から午後5時

●問い合わせ先

　社団法人宇治市観光協会　0774-23-3334 （開館時間　9：00～17：00）

　宇治観光ボランティアガイドクラブ　0774-22-5083 （開館時間　10：00～16：00）

便利な携帯サイトをご利用ください

社団法人宇治市観光協会ホームページが

携帯電話からも見られます。

QRコード対応の機種をお持ちの方は下の

QRコードを読み込んでください。



文化の香り漂う夢の空間

国宝及び重要文化財一覧
ゆったりリズムがここに流れて

主な年中行事（スケジュール）
区分 制作年代 種類 文化財の名称 数量 所有者

国宝　　平安天喜元 建造物 平等院鳳凰堂 ４棟 平等院

重文 鎌倉 同 平等院観音堂 １棟 同

国宝 平安天喜元 彫刻 木造阿弥陀如来坐像　定朝作 １　 同

国宝 同 同 木造天蓋 １具 同

国宝 同 同 木造雲中供養菩薩像 ５１　 同

国宝 平安 絵画 鳳凰堂中堂壁扉画 １６面 同

国宝 同 工芸品 梵鐘 １口 同

国宝 同 同 金銅鳳凰 １対 同

重文 同 彫刻 木造十一面観音立像　 １　 同

重文 桃山 建造物 浄土院養林庵書院 １棟 浄土院

国宝 平安 建造物 宇治上神社本殿 １棟 宇治上神社

国宝 鎌倉 同 宇治上神社拝殿 １棟 同

重文 同 同 宇治上神社摂社春日神社本殿 １棟 同

重文 平安 絵画 本殿扉絵 ４面 同

重文 鎌倉 建造物 宇治神社本殿 １棟 宇治神社

重文 平安 彫刻 木造菟道稚郎子命坐像 １　 同

重文 鎌倉 彫刻 木造地蔵菩薩立像　 １　 放生院

重文 平安 同 木造不動明王立像 １　 同

重文 大化２ 書跡 宇治橋断碑 １基 同

重文 鎌倉弘安９ 建造物 浮島十三重塔 １基 同

重文 鎌倉建治３ 同 白山神社拝殿 １棟 白山神社

重文 平安 彫刻 木造伊邪那美尊坐像 １　 同

重文 同 同 木造十一面観音立像 １　 同

重文 平安 彫刻 板彫両界曼荼羅 ２面 地蔵院

重文 平安 同 銅造阿　如来立像 １　 同

重文 奈良 同 銅造阿弥陀如来及脇侍像 ２　 同

重文 平安 彫刻 銅造釈迦如来坐像 １　 同

重文 同 同 銅造大威徳明王像 １　 同

重文 同 同 木造観世音菩薩坐像 １　 同

重文 同 同 木造阿弥陀如来立像 １　 同

重文 室町長享元 建造物 十八神社本殿 １棟 十八神社

重文 平安 彫刻 木造阿弥陀如来及両脇侍坐像 ３　 三室戸寺

重文 鎌倉 同 木造釈迦如来立像 １　 同

重文 平安 同 木造毘沙門天立像 １　 同

重文 江戸 建造物 萬福寺 １６棟 萬福寺

重文 江戸 建造物 萬福寺松穏堂 ７棟 同

重文 江戸寛文１１ 絵画 紙本著色隠元和尚像 １幅 同

重文 江戸 同 紙本淡彩　西湖図等 ６点 同

重文 同 同 絖本淡彩　観音図 １帖 同

重文 同 書跡 黄檗山木額  ４０面  柱聯          　 ４４対 同

   榜牌  １３面  同下書                 　１４幅

重文  江戸 歴史資料 鉄眼版一切経版木 ４８,２７５枚 宝蔵院

重文 室町永禄５ 建造物　  許波多神社本殿 １棟 許波多神社

重文 平安 工芸 鉄宝相華孔雀銅象嵌半舌鐙 １双 同

重文 平安 彫刻 木造薬師如来坐像 １ 西導寺

重文 同 同 木造毘沙門天立像 １ 同

重文 平安 彫刻 木造地蔵菩薩坐像 １ 能化院

重文 鎌倉承元4 工芸 梵鐘 １口 称名寺

  種   別            名   勝                    所   在   地                    管  理  者     指定面積（㎡）

  史跡・名勝       平等院庭園             宇治蓮華116                  平 等 院          20,232.30

  史   跡           隼上り瓦窯跡           菟道東隼上り5番147        宇 治 市           2,066.0 

史     跡     ・     名     勝

人門人 人

   行事名 場　　所

１月 ５日  初県まつり 県神社

２月 ３日  節分祭 宇治神社他

２月 下旬  宇治川マラソン大会 宇治川畔一帯

３月 ２日  関白忌 平等院

４月 ３日  開山（隠元禅師）忌 黄檗山萬福寺

４月 第１土・日 宇治川さくらまつり 宇治公園中の島

 〃  炭山陶器まつり 　　　〃

５月 ８日  宇治神社神幸祭 宇治神社

 ５月第３土・日 全国煎茶道大会 黄檗山萬福寺

  ２６日 頼政忌 平等院

６月１日　　　　　　　　　宇治上神社献茶祭　　　　宇治上神社

６月５日～６日未明 県まつり 県神社

　　 ８日  大幣神事 県神社

 　　 ８日  宇治神社還幸祭 旧宇治町一帯

     下旬～９月下旬 宇治川の鵜飼 宇治公園中の島周辺

７月 ７日  七夕まつり 宇治神社

７月１０日　　　　　　　　金比羅まつり　　　　　　　　円蔵院

８月 ９日  千日まいり 三室戸寺

８月 １０日  宇治川花火大会 宇治橋周辺

８月 １８日  全国有名盆踊り大会 宇治公園中の島

９月 ２８日  開山（道元禅師）忌 興聖寺

１０月１日　　　　　　　　宇治神社献茶祭　　　　　　宇治神社

１０月 初旬 月見の夕べ 黄檗山萬福寺

   第1日曜日 宇治茶まつり 宇治橋周辺

  中旬 華僑普度勝会 黄檗山萬福寺

  下旬 宇治田楽まつり 宇治公園中の島他

  　 京都･宇治灯り絵巻 宇治川周辺

１０月下旬～１１月初旬 宇治十帖スタンプラリー 宇治川周辺

 １１月 ５日 県神社献茶祭 県神社

 １２月 ３１日 除夜の鐘 平等院他

21 22



魅力溢れる人物が語りかける歴　 史絵巻にあなたも触れてみませんか。
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■莵道稚郎子
　（うじのわきいらつこ）

　【生没年不詳】

応神天皇の皇子の一人で、後に仁徳天

皇となる兄と天皇の位につくことをめ

ぐって譲り合い、ついには自ら命を絶

ったと伝えられます。その名の莵道が

宇治の地名の起源になったともいわれ

る人物です。宇治に営んだ桐原日桁宮

（きりはらひけたのみや）は宇治離宮、

今日の宇治上神社・宇治神社によって

その伝承が受け継がれました。

（宇治神社、宇治上神社）

■道登
　（どうと）

　【生没年不詳】

古代宇治川の流れは、その激しさと矢

のような速さで、人びとの往来をこば

みつづけました。こうした状況をみか

ねて立ち上がったのが、山城国の裕福

な家に生まれ、奈良元興寺の僧侶とな

った道登でした。大化二年（６４６）

その架橋の記録は、さっそく石碑に刻

まれ、後世に偉業として伝えられまし

た。宇治橋東詰橋寺にのこります。

（宇治橋、橋寺）

■橋姫
　（はしひめ）

宇治橋にまつわる伝承のひとつに橋姫

があります。『古今和歌集』には、い

としい人を待つ女性が歌われ、そのイ

メージが源氏物語宇治十帖へと引き継

がれます。

『平家物語』には、嫉妬にくるって恨

みをはらすために宇治川に浸り、鬼に

なった橋姫が登場します。江戸時代、

橋姫社は宇治橋西詰上林味卜邸（かん

ばやしみぼくてい）にありましたが、

明治のはじめに現在地にうつりました。

（橋姫神社）

■藤原道長
　（ふじわらのみちなが）

　【９６６～１０２７】

平安貴族と摂関政治を代表する人物が、

藤原道長です。幼い頃、木幡の墓地が

荒れ果てている様子を目の当たりにし

た彼は、将来はきっと出世し、ここに

寺を営み、先祖をてあつく供養するこ

とを誓ったといわれます。後年、陰陽

師安倍晴明（おんみょうじあべのせい

めい）らの助言を参考に、一門の墓所

である木幡に浄妙寺（現木幡小学校付

近）を築きます。

（平等院）

■藤原頼通
　（ふじわらのよりみち）

　【９９２～１０７４】

宇治の別荘を父道長からゆずられた藤

原頼通は、これを寺にあらため平等院

としました。天喜元年（１０５３）、

この世に極楽浄土をそのままにあらわ

そうと、建物や庭園がつくられました。

宇治殿と呼ばれ、平等院との関係が強

く印象づけられた頼通の命日は三月二

日、毎年関白忌の法要が平等院で営ま

れます。

（平等院）

■源隆国
　（みなもとのたかくに）

　【１００４～１０７７】

源隆国は、藤原道長と頼通に仕えた人

です。晩年、平等院一切経蔵南の山ぎ

わの南泉坊（なんせんぼう）で、夏を

過ごすことがよくあり、そこで人を集

めて、昔の物語をさせ、またそれを記

録したといわれます。そうしてできあ

がったのが『宇治大納言物語』という

説話集、その作品は今に伝わりません

が、文学とゆかりの深い宇治にお似合

いの逸話です。

（平等院）

■藤原寛子
　（ふじわらのかんし）

　【１０３６～１１２７】

後冷泉天皇のお后となった藤原頼通の

娘寛子は、たいへん長命で、後半生は

京都と宇治を往復する暮らしをつづけ

ました。宇治七名水のひとつとして語

り継がれた泉殿、いわゆる白川金色院、

さらには槇嶋三軒屋の蛭子嶋神社など、

宇治川の流域から白川の山里まで、寛

子ゆかりと伝える遺跡がのこされまし

た。

（金色院跡）

■紫式部
　（むらさきしきぶ）

　【生没年不詳】

藤原道長の娘彰子に、女房つまり秘書

官兼家庭教師といった立場で仕えまし

た。彼女は宮仕えと作家を並行してこ

なし、わが国の古典を代表する『源氏

物語』を著しました。王朝時代を刻み

こんだ名作から、後世の人たちはイメ

ージを多方面に広げます。「宇治十

帖」の伝承も、源氏物語ミュージアム

のいわば呼び水となったのです。

（宇治十帖古跡、与謝野晶子歌碑、源

氏物語ミュージアム）

■恵心僧都
　（えしんそうず）

　【９４２～１０１７】

恵心僧都源信は、阿弥陀如来への信仰

と念仏を重視することを説いた『往生

要集』（おうじょうようしゅう）をま

とめ、末法の時代に広く受け入れられ

ました。『源氏物語』－浮舟－に登場

する横川僧都は、恵心僧都を題材にす

るといわれます。宇治橋上流東畔の恵

心院はもちろん、五ケ庄蔵林寺の源信

山という山号も、ともに恵心僧都にち

なむ命名です。

（恵心院、蔵林寺）

■源頼政
　（みなもとのよりまさ）

　【１１０４～１１８０】

齢八十を目前に平氏打倒をかかげて挙

兵し、宇治橋合戦の激闘のすえ、自刃

して果てたことで有名な武将です。弓

に巧みで、和歌を詠ませてもうまいと

評判をとりました。命日は宇治川に蛍

が乱舞する時期と重なり、浮遊する光

は頼政の魂になぞらえられました。平

等院境内の扇の芝は、訪れる人に頼政

伝説を紹介するモニュメントです。

（平等院）

■明恵
　（みょうえ）

　【１１７３～１２３２】

特産品の由来は、著名な僧侶とかかわ

って語り継がれることがあります。宇

治茶の場合は、栂尾高山寺（とがのお

こうざんじ）の明恵です。畑に馬を乗

り入れ、その足跡に茶の種をまくよう

に教えたというのです。室町時代、栂

尾茶にかわって宇治茶の評判が高まり

ます。先進地の栂尾を代表する人物か

ら教訓を得て、茶業地として宇治が発

展したとする、心遣いあふれた逸話で

す。

（駒蹄影園碑）

■叡尊
　（えいそん）

　【１２０１～１２９０】

宇治川の改修と宇治橋の修造は、いつ

の時代も大きな工事になります。初架

橋から６００年、戒律の普及につとめ

た西大寺の僧叡尊のもとに有志が集ま

り、宇治橋新架橋の事業がはじまりま

した。宇治川の中洲にそびえたつ十三

重石塔（重要文化財）は、大事業を完

成させ人びとの偉業をたたえて弘安９

年（１２８６）に建立されました。

（十三重石塔、橋寺）

■槇島昭光
　（まきしまあきみつ）

　【生没年不詳】

室町時代末期、槇島には足利将軍家と

ゆかりの深い槇島氏が館を構えていま

した。

最後の将軍となる足利義昭は、織田信

長に追い詰められ、事実上の幕府滅亡

をこの地でむかえます。今日まで槇島

城跡の伝承がのこります。逃げのびる

義昭と行動をともにしたとされるのが、

槇島昭光という人物です。彼は後に縁

あって熊本の細川氏に家臣として仕え

ます。

（槇島城記念碑）

■上林政重～初代竹庵～
　（かんばやしまさしげ）

　【１５５０～１６００】

江戸時代のはじめ、宇治茶業界は宇治

の代官も務めた上林一族が指導的な役

割を果たしました。上林政重はその一

人で、茶師として徳川家康に仕えまし

た。慶長五年、関が原の戦いにさきが

けて起きた伏見城での戦闘で、政重は

籠城して戦死してしまいます。彼の子

孫は代々竹庵（ちくあん）を名乗り、

宇治の行政と幕府御用茶師の代表的地

位をしめました。

（上林記念館、平等院） 

■永井尚政
　（ながいなおまさ）

　【１５８７～１６６８】

興聖寺は江戸時代の初め、慶安元年

（１６４８）に淀城主の永井尚政が建

立した曹洞宗のお寺です。彼は復古的

な禅の考え方を支持し、開祖道元が伏

見深草に開いた同名の道場を再興する、

という名目で新たに寺を起こしました。

宇治川のほとりから、一直線にのびる

参道は琴坂の通称で知られます．

（興聖寺）

■隠元隆奇
　（いんげんりゅうき）

　【１５９２～１６７３】

中国福建省生まれの隠元は、承応三年

（１６５４）に長崎にやってきます。

当時の一部の禅僧や大名たちは、隠元

らの力をかりて禅宗の復興をめざしま

した。やがて朝廷の支持も得て、五ケ

庄大和田の地に新しく寺院を営むこと

を許され、寛文元年（１６６１）将軍

徳川家綱の全面的後援で、黄檗山萬福

寺が開創されます。

（黄檗山萬福寺）

■山本宣治
　（やまもとせんじ）

　【１８８９～１９２９】

大正・昭和期に生物学者、無産運動家

として活動した人です。病弱だったの

で宇治の別荘（後に料亭となる）に過

ごしました。昭和三年（１９２８）総

選挙に初当選します。治安維持法の改

悪に反対しますが、議会開会中に暗殺

されてしまいます。平等院南の高台に

墓があり、大山郁夫の墓碑銘が刻まれ

ています。

（山本宣治の墓）

歴史街道とは、日本の歴史の舞

台を訪ねながら日本文化の魅力

を楽しく体感できる新しい観光ル

ートのこと。伊勢・飛鳥・奈良・宇

治・京都・大阪・神戸の各歴史都

市を、時代の流れに沿ってたどる

「メインルート」と、それぞれのテ

ーマをもった、「テーマルート」が

あります。歴史街道ではこれらの

ルートを舞台に、歴史文化資源を

活かしたソフト・ハード両面の整

備を進め日本の素晴らしい文化

を発信していくことをめざしていま

す。

宇治市は、メインルートの平安～

室町時代ゾーンに位置付けられ

ています。また、宇治市は、歴史

街道モデル地域に指定され、国・

京都府と協力しながら、宇治川改

修、源氏物語散策の道や、歴史

街道案内サインなど、「源氏物語

のまち」にふさわしい整備を進め

ています。

便利な携帯サイトをご利用ください
歴史街道計画や、歴史街道各地

の情報が携帯電話からも見られ

ます。

QRコード対応の機種をお持ちの

方は下のQRコードを読み込んで

ください。

「歴史街道」　

http://qr.rekishikaido.gr.jp


